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戻らなかった H は 100℃で、Li も 300℃で安定なもともとの位置に戻ることを明らかにした。また、これまで
報告のない 250℃加熱で現れ、300℃で消滅する吸収スペクトルを観測した。これを Li の関与した吸収ピーク
と同定し、Liが安定位置に戻る場合２通りの道筋の存在を指摘した。 
 以上の結果は、本来無水鉱物である石英の構造中の微量元素であるAl、H、Liの濃度分布や存在状態の解析
だけでなく、微量元素に関係する欠陥の基本的性質の一端を明らかにした。また、各種地質過程での石英の形
成条件や堆積岩中の石英の供給源の推定に重要な知見を与えるものであり、博士 (理学)の学位を授与するのに
ふさわしいものであると審査した。 
